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1．　 は じめ に

　横浜 市は ，近代的な国際港都建設 の た め ， 高速鉄道 （地

下鉄） の 建設をは じめ と し，高速道路網 の 整備，港北 ニ ュ

ー
タ ウ ン 建設 な ど の 六 大事業を意欲的 に進めつ つ あ る 。

　 こ の うち高速鉄道 の 建設 に つ い て は，　 4 路線，総 延 長

67．8km の 計画 を もち（図一 1），昭和43年秋 か ら ま ず 1 号

線 の 工 事 に か か り，尾上 町〜
湘南台の うち上大岡 〜伊勢佐

木長者町間 （5．3km ）が 昭和47年12月に 営業 を開始 し，引

き続き現在 1 号線伊勢佐木長者町〜尾上町 問 （0．6km ）は

土木工 事 を完成 し，上大岡〜上 永谷間　（2．6km ） お よ び

3 号線本牧
一
元石川間 の うち 尾上 町〜横 浜 間 （3．1k 皿 ） の

土木工事を進 め て い る。

　こ れ か ら述べ よ うとす る 桜木町工 区は ， 横浜市に お け る

一 既 設鉄 道
　 　 　 　 　 　 　 　   1号　線一一呷．■

計 画 路 線

繁華街 の 一つ で あ る野毛 地 区 に位置 し ， 国鉄根岸線お よ び

東急東横線桜木町駅 に 近 く，交 通の 要所 とな る 地 下 鉄桜木

町 駅 の 建 設 で ，延長 162m の 区間で あ る が ， 地下 の 既設購

造物 お よ び 路面交通を考慮し，開削工 法とア ン ダ
ーピニ ン

グエ 法 お よ び トレ ン チ工 法な どに よ り施 工 中で あ る。工 事

は 昭和 46年 12月 に 着工 し，現在 ， そ の 大部分が完成して お

り，一部の 構築 と埋 戻 しを残す だ け とな っ て い る。

　以下 ，地下鉄桜木 町 駅 の 建設 工 事に つ い て 紹介す る。

2．　 計画概要

　地下鉄桜木町駅 は 桜川新道 土 カ ブ リ15m の 深 さに 計画 さ

れ，桜木町 ゴ ー
ル デ ン セ ン タービ ル （以下 G ．C ビ ル と よ

ぶ ） の 地下 街が上 載 せ され る よ うな 構造 とな っ て い る。

　 G ．C ビル は，建 設 時 （昭 和 42年） に ビル の 地 下 3 階

（図一2 の 斜線部分）に 地下 鉄 を乗 り入れ る べ くホ
ー

ム 階

を含 ん だ構造 と して お い たが，高速道路 （横羽 線） が そ の

後 に 計画 され ，尾上 町 〜桜 木町間 で 交差す る こ と とな り，

地下鉄路線が高速道路の 下 に くる よ うに変更を余儀 な くさ

れ た た め，当初訝画 され た地下 3 階部分に こ の 路線 を入れ

る こ とは むずか し くな り，新 た に G ．C ビ ル の 下に 地下 4

階部 を新設 し，ホ
ーム 階 とす る こ とに な っ た 。 こ れ らの 理

由に よ り，当 初駅部 の 諸施設お よ び コ ン コ
ー

ス を尾上 町 側

の 地下 2 階に G ．C ビル と 接続 して 設 け る 予定で あ っ た が ，

既設地下 3 階部 （旧地下鉄 ホーム 階） を駅部 の 諸施設お よ

野毛

商業地域

9FL8F

【 再
　　’
7FT．
δFL951
．1「．

一桜木町
．・L ルアンセ ンタービ

　　　 地上 9階，地下 3階

1

　　　　　　　　 東急朿構線
　　　　　　　　　桜木明駅

　　　　　　　　　再
　　国道161・3・線　　　 i

41．「
3FL2FL

域　 　 桜II噺 道
U・1L

丁 三L ．
o 　 　．．
郵黜 §

ヨ

R、F1「，

←
鶏
L

〆〆 〆／
B置FLB

き
FL

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ’广　’一．一．一．一一一四一一．’！
二＿ 雙鱒 ．一．ノ

　　 地 隔 店街
1−〜

機械毟．駐車場1911〔ト

国鍔、根岸線

桜木町駅

地 ド鉄桜木町駅

図一f　 横 浜市 高速鉄道路線 図

塞
横浜 市父通局 　高速鉄道 建 設 部長

August ，　1974

図一2　桜木町駅付 近横 断
’
面図

37

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

Ne ．815

表
一1

幽藷
　 　 　 　 　 　 　 「弔7．氾」

孔
属隅 ！ 弓ρ

桜木町工区延ft162，000m
一

ピ ニ ング施工個 所
1＝58．300m

　　　「

磁 齒

試 験 項 副 単位 1

驚 当

11 　 ・ 3

『
瓢 櫃 ：

一　 一

聯
ゴ．vr ノ乞一1 ・ダ

ー
ヒ
1
レ

開蘭工法施工個所
　 1＝9Lt　O75m

薩晦
鏘

「

□

押
画

リ

コ　　

冨

謬一
所

　 　 Dse

　 　 DiO

均 等 係 数 Uc

単位 体 積 重 量

乾　燥　密 　度

粒　子 　比 　 ti

mmmm

t〆m
†

t／md

0．1400

．0235

．81

．731

．271

．58

O．　0190

，00119

、0

上．691

．182

．71

O．　0290

．　00129

．Ol

．841

．382

．68

図
一3　 平

トレンチ工法臚⊥個所
　 ‘‘69．9Z5訌L

面 図

び コ ン コ
ー

ス と し て 利用す る こ と と し た。 し か し ， 新 た に

駅部構築 を既設構造物 の 下 に築造す る と ， G ．　C ビル の 高

層部 の 側部の 柱荷重 が 新設す る構築物 の 上載荷重 とな り，

構造上 ，施工 上 の 問題 が 多 く ， G ．G ビル 地下街 部 の 柱間

隔を ／ ス パ ン 野 毛商業地域側 に 移動せ ざる を得な く， 平面

形 も変更す る こ とに な っ た （図
一2 ， 3）。

　桜木 町 駅 の 規模 は ， 1層 3 径間箱型 ラーメ ン 構 造 で，総

延長 162m ， ホ ーム 延長 120m ， ホ ーム 幅 10m で あ っ て，

地下 4 階か ら 3 階 の コ ン コ ース まで は 2 基 の エ ス カ レ ータ

ーが 階段 と併設 され る。

3．　 地 質

　当桜木町工 区 で は地表面 が， TP ＋ 2．4m 〜TP ＋ 2，9m

の 平 らな 面 を な し， TP − 3．Om − TP − 2．Oln を 表面 と し

て やや 起伏の あ る固結砂質 シ ル ト層が深く存在 し て い る。

　こ の 固結砂質 シ ル ト層 （三 浦層）は，尾上 町起点 〔｝k550

m 付近 よ り工 区終点 に向か っ て ボーV ン グ調査孔番号 B
，
−

12， B2− 26の 地質柱状図の よ うに ，　 TP − 5．　Om ま で あ り，

そ の ．上に チ ュゥ積層で 地 表 ま で タイ 積 され て お り，N 値50

以上 の よ く締 ま っ た 細砂 ま た は 中砂の うすい 層が レ ン ズ状

に 互層 を な し て い る （図
一 4）。

　直径 2m の 深礎に よ る 調 査 孔 （1k600 　m ） で は ，　 TP −

10．9m − 12．8m の 中砂層 で 毎分 50　1の 湧水が確認 され ，

こ の 湧水層 の 土質試験結果は つ ぎの ごとき性状を示 して い

る （表一1）。

　湧水層の 水頭 圧 は，B
，
− 26に お い て 深 さ17m30 〜20m50

と22m80 ・−24m90 の 細砂層で お の お の J，　 F ，　 T 試験を行

な っ た。こ れ は 長 さが 17m50 と23m10 の ロ ッ ドお よ び こ の

下端 に取 り付け られ た ス ト レ ー
ナ
ーに よ っ て そ の 地点 の 湧

水圧 に よ る地下 水の 上 昇す る水位 と経過時間 を記 録 し，水

位 と経過時問 を記 録 し，水 位 の 上 昇 が 停止 した とき の 最終

水位 ， す な わ ち平衡水位 を求 め る こ とに よ り ， 測定深度 に

お け る 間ゲキ 水 圧 を 求 め る も の で ある。こ の 測定結果 に よ

れ ば，被 圧 帯水 砂層 が 明 らか に 存在 して お り，第
一

層の 他

に そ の 下部層 に もそ れ が 見 られ て い る。

　　Ok600m 付近 の 測定値 （第一
層）

　砂層上面 高 　 水 位 　 水 頭

　 　
一14．4m 　 　

− 3．4m 　 　 　 I1，0m

　被圧 水頭 位 は ，高島町 付近 か ら桜 木 町 に 向 けて 傾斜 して

い る が，当工 区付近 に お け る それ が若干低くな っ て い る
。

　 こ れ は ， 三 浦層 が 桜木町 付近 か ら伊勢佐木町 方で激しい

侵食 を受 け て チ ” ウ積層 に 接 し て お り，こ れ が 水頭 減 の
一

因で あ る と考 え られ る。こ の 被圧帯水砂層 は 本線と直角方
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向に 約 5 度 の 傾斜 で 左側，す な わ ち西方 の 台地に 向か っ て

の ぼ リ コ ウ配 とな っ て い る 。 し た が っ て 湧水は本線左側が

右側 よ り強 い と考 え られ る 。 砂層 の 透 水 性 に つ い て J，F，T

試験 で は 3．87 × 10
’dN6 ．28 × 10

’4cm
！sec の 値 を示 し て い

る。ま た，揚水試験に よ り B2− 26 で の そ れ は ， 3．2 × 10
’3

cm ！sec 程度 あ り，深礎調査 孔 の 湧 水 量 か ら推定す る と，

1．8x10
−3・v2 ．3 × 10→

cm ！sec とな り，こ れ らの 結果 か ら

帯水層 は 約2．　0 ×　10
−3

　cm ！sec の 透水係数を有す る もの と考

え られ た。

　以上 の こ とか ら掘削上注意す る こ とは ， G ．　C ビル の 柱

荷重 を ア ン ダ
ー

ピニ ン グに よ っ て 受け持 た せ る た め の 支

持機構で あ る B ・H ク イ は，こ の 被圧帯水砂層 を貫 通 して

打 ち 込 まな ければな ら な い こ と ， 地下 4 階部分 の 掘 削時に

こ の 層 に あ る 湧水 の た め 掘削面 がは だ 落 ちす る と予想され

る こ とで あ り，こ の た め
一

般 の 湧水 に 対 して は ポ ン プお よ

び盲暗き ょ な どを利用 し て 排水 につ と め る一
方 ， 地下 4 階

下 り線 側 （G ．C ビ ル 高層部側）に つ い て は，地下 3 階よ り

薬液注入 を行ない 掘削面 の は だ落ち防止 と湧水止 め の 処 理

を行な っ た 。

4． 施　工 　法

　こ の 桜木町工 区 は，前述した とお りつ ぎの 三 つ の 異 な る

エ 法 に よ り施 工 され た
。

  　駅始点 よ り道路交差点ま で の 約 90m は ，　 G ．　C ビル 地

　下街 の 既設構造物の ほ とん どが地下鉄構築の 上 に 載 るた

　め に，こ れ を仮受 けす る ア ン ダ
ーピ ニ ン グ工 法。

  　地下街 を はずれ る 1 ス パ ン 部分 は，こ の ア ン ダーピニ

　 ン グ し た地下街 の 下 を掘削す る た め の 地下 街横か ら掘 削

　す る 開削工 法。

  　交差点 よ り工 区終点 ま で の 約70m は，駅構造が一
層 で

　 あ り，土 カ ブ リが 大きい こ とに よ り工 事量 も増大 し，ま

　 た 道路下 に は 重要 地下 埋 設物 （東 電，電 々 ，水道，下 水

　など）が多く， こ の 処理が 複雑 な た め と，路面交通 に 支

　障を及ぼさな い 方法 と し て 地下 で掘削可能 な 小断面 の 導

　坑 を 3 段 に 積重 ね ，横方向 に は こ れ を 7 ブ ロ ッ ク に 分 け

　て掘削し，高 さ 7m40 ，幅 20mOO の 断面 を形成す る導坑

　積重ね 方式 の トレ ン チ 工 法。

な どで あ り，こ こ で は建築基礎 に 関 す る G ．C ビ ル 地 下 街

の ア ン ダ
ーピ ニ ン グ工 法 を 取 りあ げて 記述す る こ と に し

た。

5．　 G ，C ビル の ア ン ダ
ーピニ ング

　5．1　 G ，C ビル の 構造

　G ．C ビ ル は，地上 9 階，地下 3階 （
一

部 は 道路下）で

土丹層の 上 に 載 るベ タ基礎 の 建築物 で ， 昭和42年 に 横浜市

の 地下鉄建設計画を考慮 し て 建築 され た。ビル は，地下 2

階 よ り地上 9 階まで が店舗 と事務所 で ，地下 3 階部 は 機械

室 お よ び駐車場 と 当初 の 地下鉄桜木 町 駅部構築 の
一

部で あ

A − 9 皿 st，　1974

No ．　Slo「

る （図
一 2）。 地階部は鉄筋 コ ン ク リート構造で，柱間隔は

商店街の 機能 を果たす よ う設計され て い る た め ， 通常の 地

下鉄構造 に お け る柱間隔 （約 5m ） よ り長 くな っ て い る。

　仮受けする地下 3 階部 （約 1
，
200m2 ）の 構造は 図

一．5 に

示 す よ うな柱構造 （R ．C ）で ， こ れ を地中バ リ （高さ 1m

500，幅 O 皿 800） に よ り受 け る 構 造 で あ る。

　5，2　ア ン ダーピニ ン グ計画

　 ア ン ダ
ーピ ニ ン グを施工 す る範囲は，桜 川新道直下 の 地

階部 （地 下 3 階部分） で，支承 す る 面積 は 約 1，200m2 ，仮

受けす る部分 の 建物 重 量 は ＄J18，　OOO　t で あ る 。

　 ア ン ダ
ーピ ニ ン グは，地 下 3 階の 柱 お よび 地中バ リ を添

えバ リ工 法 （柱お よ び バ リ の 既設 コ ン ク リートと添 え バ リ

の 新 コ ン ク リートと の 付着力を利用す る工 法） に よ り締結

させ て 仮受 けす る方法 で あ る。そ の 支持方法 と し て は，深

礎基礎 に よ る連続添 え バ リ工 法 （図
… 5） と場所打 ち建込

み グイ （H − 350） 基礎 に よ る添 え バ リ工 法 （図
一 6） を

比較検討の 結果，経済性，施工 性 の 観点 か ら B 案が採用 ざ

れ た （表
一 2）。

　 5，3 設計 の 考 え 方

　 ビル 荷重が 柱 か ら地中バ リ に 伝 わ る 状態 は，ビル の 内部

構造に よ っ て 異 な り，図
一 7に 示 す と お り 8 タイ プ に 分 け

られ，こ れ に 加 わ る重量 は つ ぎの とお りで あ る。

　 1 型
一

ち 〜∬
、2 ，

Eu〜Ei2

　　　　　　　　570t （建物内方，丸柱 ，
つ な ぎバ リ付）

　 2 型
一G ，

〜G12420 　t （建物外側 ， 角柱）

平 面 図

　

鋼

柱

c

靴
μ

P

楚

既

篇

靆蓼

タゲ
軋

丸

断 面 図

図
一5　 A 案 深礎基礎 に よ る 連続添 え バ リ工 法

一 t

z パ リ

「一

觸
濡 ：

c 鋼

H嘱グイ

［』 』

図一6　 B 案 現揚打 ち建 込 み ク イ （H − 350） 基礎 に よ る

　　 添 え バ リ工 法
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表一2

A 案 B 案

コ ン ク リート量 ，鉄筋 最 が

大 柱 か ら の 付着 力 を 期待 す

る の で 中央柱 を受 け る とき

は 大きな構造 とな 日技術的
に 難点が あ る、

コ ン ク リ
ー

ト量．鉄筋 量は

小柱 お よび 地 ［iiバ リか らの

付着 力を期待す る 。
技術的 に仮想バ リとして解
くこ と に問題が あ る 。

み クイ （H − 350 × 350 × 12x19 ， φ＝

6GO　mm ） と し ， 地 下 3 階の 空間 を利

用 して ，こ こ か ら既設 下床ス ラ ブ に φ

＝600mm の 穴をあ け建 込 ん だ 。 こ の

クイ は 長期間 に わ た っ て 仮設 され て い

る の で 地震荷軍 に も耐 え得る もの と し

た。

添え バ リ

・
受 ゲ タ

大量の 大形鋼材 を使 用 す る。
搬入 ，設置が 非常 に困難。

支持基礎

深礎 　（φlseo）
柱 3 本当た り，深礎 4 本

地下 銚 構
築 完 了 後
の 撤去作
業

添え バ リ，受デ タ お よび構
築内に 残 る 深 礎 はす べ て 撤
去

な　 し

現場打 ち H 鋼建 込 み 継 ク イ

（C600，H −350XS50 ）

柱 1 本当た り，クィ 4 本，
クイ の 補強が 必 要

　 クイ の 根入れ長は ， 地下鉄 の 掘削深 よ り下，4．5m と し

た が，ア ン ダ
ーピニ ン グ施 工 前 に 地下 3 階部に お い て 載荷

試験 を行 な い 地盤 支 持 力 の 確認 を行な う こ と と した 。

　 5．4 施 工 順序

　 ア ン ダ
ーピニ ン グは つ ぎの 施工 順序に よ っ た。

  地 下 3 階床 ス ラ ブ で の ク イ の 穴 の せ ん 孔 お よ び 下 受 け ク

　イ の 建込 み （B ，H ク イ）

  添えバ リコ ン ク リ
ー

トの 打設

  PC 締 め

  ジ ャ ッ キ圧 に よ る プ レ ロ
ード

  地下 4 階部分 の 掘削

  下 床 版 鉄 筋 コ ン ク リートの 打設

  壁体，柱 コ ン ク リートの 打設 ， 鋼管柱 の 建 込 み

  上床版鉄筋 コ ン ク リ
ー

トの 打設

  G ．C ビ ル 下 の 注 入 工 （地下鉄構築に よ る 荷重 の 受け換

　え）

 
．
下受け ク イ の 切断 お よ び 添 え バ リ コ ン ク リートの 解体

　以 上 の よ うに ア ン ダ
ーピニ ン グの 主 体は ，柱荷重 の 受 け

る下 受け クイ の 建込み 工 と添 えバ リ コ ン ク リートエ ，PC

締め エ ，プ レ ロ
ードな どの 建物荷重を伝 達 す る 添 えバ リエ

と に大別 で き る。

添 え バ リの
一
部 は 残置 が 可

能

　 3 型
一EI，　 F

，　 190　t （建物外側，丸柱，つ な ぎバ リ付）

　 4 型
一EmF

，　 420t （建物外側，丸柱，つ な ぎバ リ付）

　5 型
一E

、3，Fl3380 　t （建物外側 ，丸柱，つ な ぎバ リ付）

　 6型
一G

：　　　 ／50t （建物偶角，角柱）

　 7 型
一G2　　　 320　t （建物外側 ， 角柱）

　 8型
一G13　　 290　t （建物偶角 ， 角柱）

　こ れ らの 荷 重 は，地 中バ リ と 添 え バ リ と の 付着力 に よ っ

て 下 部に 伝達す る
。

こ の 付着力を増大す る た め PC 鋼俸 を

使用す る こ と に な っ た 。

　添えバ リの 断 面 決定は，地中バ リ に か か る 荷重 に よ り下

受 け ク イ を支点 とす る 単純バ リと し た。ま た ， 地中バ リに

か か る 荷重が 大き く地 中バ リ と添 え バ リ との 付着力だ け で

は抵抗 で きな い 個所 （建物内側 の 1型） は，柱部分 に も添

え バ リ を 設 け PC 鋼棒で 緊張す る こ とに し た、下受 け クイ

は ，
ビ ル の 柱 1本 に つ き 4 本の 現揚打 ち H 鋼 モ ル タル 建込

6． ア ン ダーピニ ン グの設 計お よび施工
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　 6．1 添えバ リ

　多 くの 模型実験 に よ る と，添 え バ リ コ ン ク リートは 柱 と

添 え バ リ の 締結部 か ら破壊 され る こ とが 確認 され て い る。

こ れ は，柱荷重 に よ っ て 柱 と バ リの 接触面 の 下縁 に生ず る

引張 り応力で あ り， 新 旧 コ ン ク リートの 打継 ぎ面 で あ る接

触面 が こ の た め に
’
ド縁か ら き裂 を生 じ，そ の 有効面積 を減

じて ，つ い に は こ の 面 か ら押 し貫 き セ ン 断 に よ る破壊 を生

ず る もの で あ る。こ の よ うな こ とか ら，接触面 の 応力状態

を求 め る と きは ， 柱 と添 えバ リが完 全 に 一
体の もの で あ り ，

柱 と添 えバ リ の 接触 面 は 全面有効面積 とす る 仮定 を し ， 接

触面下部 に 引張 り応力が 出な けれ ば安全 で あ る と した。

　施工 時 は，柱 お よ び地 中バ リか ら な る 既設 の コ ン ク リー

トを新 た に打設す る 添え バ リが一
本 の バ リ とな る た め に ，

柱 お よび地中バ リ との 打継 口は 既設 コ ン ク リートに影響を

及 ぼ さな い 程度に十 分 目荒 し を行 な い 打継 ぐ こ とが必 要 で

あ る （写 真
一 1）。

　こ の 設計 に は，建物荷重を分散して 受け る よ うに柱荷重

N ； 570t を上 層 ブ ロ ッ ク に お い て Pt ＝ 200 　t 受 け持 ち，下

土 と基 礎，22− 8 （198）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechmcal 　Soclety

No ．815

写真一1

層ブ ロ ッ ク に お い て 残 り P2 ＝ 370　t 受 け持 つ もの と仮定 し

た。柱 に 伝 わ る荷重 P
， は ， 4 方向 の バ リに 均等 に 分 布 さ

れ ，
P2 は 3 方向の バ リに均等 に 分布され る （図

一 8）。こ

の た め プ レ ス トレ ッ シ ン グに よ る PC 鋼棒 は 図一9 に 示 す

よ うな 配置 と した。プ レ ス ト レ ス 導 入 は，与 え た プ レ ス ト

レ ス と添えバ リ臼重 が 作用 して い る状態 で 考 え，鋼 棒 とシ

ー
ス との 摩擦 に よ る PC 鋼棒 の 応 力度 の 減少 量お よ び コ ン

ク リ
ー

トの 弾性変 形 に よ る応力度 の 減少量 とか ら決定 した

（図
一10）。

　施工 の 順序 は ，  ビ ル ド リル 工 法 を使用す る 既 設バ リの

穴あけ。   コ ン ジ ッ トシ
ー

ス φ32mnl （t ；1，2mm ） の

取付。  設計強度 fi　
！B

＝ 400 　kg！cm1 の コ ン ク リート打設。

  コ ン ク リートの 圧 縮強度 が 340kg ！cm2 以上 に な る と，

油圧 ジ ャ ッ キ を水平 に 取 りつ け緊張す る （鋼捧 の 伸び と荷

重計に よ り管理）。  シ
ー

ス 内に グ ラ ウ ト をて ん 充 す る
。

　 6．2　下 受 け グ イ

　1）　下 受 グ イ の 設計
’
柱荷重が添 えバ リ を とお し て 下 部 の 下 受 け グイ に 及 ぼす

反 力 を求 め て み る と，上 層バ リ よ り50．Ot ，下 層バ リ よ り

柱荷重Pz＝370t

　　
P
’
＝17Gt

・17 マ ’・

　 P3
　 　 　

．
ド居 ブ ロ ッ ク

図一8　 柱荷車 の 分布
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113．　3　t ，計 ユ63．　3　t の 荷重が 1本 の クイ に 作用す る。こ れ

に対 し て 地盤 の 極限支持力は ，テ ル ツ ァ
ーギの 式で 553t1

本 ，
マ イ ヤ ーホ ッ フ の 式 で 781t 体 とな る。こ の 下受けク

イ に つ い て は ，載荷試験を行な い 支持力 を確認す る こ と と

し た
。

　2）　下受け グイ の 施工 方法

　下 受 け クイ の 施 工 は，既設 G ．C ビル の 地階よ り限 られ

た 空間の 中で 打込 ま な けれ ばな ら な く，つ ぎに 示すよ うな

施 工順序を と る こ とに した 。

　  削孔 ：地 下 貯泥水 そ うよ り泥水 を水中ポ ン プ （¢ 3 ”

）

で 吸上げ，ウォ
ータース イ ベ ル ロ ッ ドを通 し て 先端 ビ ッ ト

よ り噴出させ る 。
こ れ と同時に削孔機の 運転を開始し，ビ

ッ トに 回転力 と油圧 推 進 力 を与 え φ600mrn の 削孔 を行な

’　、r

〔1＝＝コ 匚 ：コ 【ヨ：コ 匚 ：］ ［＝コ 匚

一
　 　 　 　 邑

　　　　　　℃

野
　 　　 水中ポンプ〔φ3

鹽
）

貯泥
ピ

ヘ　
ボ憐

一
ン

　　　サウン ドポンプ（φ3
’
）

図一11 削 孔 施 工 図

う。削孔 が進 む に つ れ 掘削され た ス ラ イ ム は サ ン ドポ ン プ

（φ3つ に よ り ， 地下 泥 水 そ うに 泥水 と し て 送 りこ む 。
こ

こで ス ライ ム を沈殿させ ， 残 りの 泥 水 は再度循環水 と して

削孔機 に 送 りこ む （図
一11）。

　  エ ァ リ フ トエ ： 削孔 が 所定 の 深 さ （12．Om ） に 達す る

と ，
ロ ッ ドを引きあ げエ ア ーリ フ ト管をそう入 し ， そ の 先

端 よ り圧縮空気を噴出させ て ス ラ イ ム をエ ア
ー

リ フ ト管中

に 吸込 ませ 削孔 の 底面 に こ の ス ラ イ ム が 沈殿 し な い よ うに

する 。

　  建込 み鋼ク イ 打 ち ；エ ア
ー

リフ ト工 終了 後，直ち に 三

又 （単管φ76．3× 3．2 で 製作） で H 鋼 （1 ＝2m50 ） を 5

図一12　モ ル タル て ん 允，ク イ打 施工 図
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時 間 曲線

本溶接 して 建込み ， 土丹層中に 50cm 貫入 させ る た め ，
500

kg モ ン ケ ン に て ク イ 頭部 を打込 ん だ 。

　  モ ル タル て ん 充工 ： H クイ の 側面 に ，削 孔底面 ま で パ

イ プ を建込み ， 地上 の モ ル タル プ ラ ン トか らの モ ル タル を

注入 し た （図
一12）。

　  ク イ 頭 と添 え バ リの 定着 ：下 受 け ク イ と添 えバ リ の 問

に平板 ジ ャ ッ キをそ う入 して ジャ ッ キ ァ ッ プ し，こ れ に よ

りク イ に 142．　5　t の プ レ ロ
ードをか け，支持地盤 に荷重を

伝 え る よ うに す る。荷重導入 後，各 ク イ の 頭部 と添 えバ リ

の す き間 に無収縮モ ル タル を注入 し ジ ャ ッ キ ダウン を行 な

う （図
一13）。

　3） 下受 け クイ の 載荷 試 験

　下受け クイ の 安全性と土丹 の 支持力 を確認す る た め に，

本 ク イ を利用 し 4 サ イ クル 最大載荷荷重 250t の 緩速鉛 直

載荷試験 を 行 な っ た （口 絵写真
一2）結 果 の

一
部 と し て ，

　 　 　 　 　 　 荷 重 Pu ）
　 10　 　　 2C　 30　 　 40　　　 100　　　200　300
u、

　 o．
「
20 ，3
美

鞏D・5

助
　 1．e
司珊

P

噸
2・0

　 3．o

5、o

荷重〜沈下量〜時間の 関係 お

よ び 10gP 〜logS の 関係を

図
一14， 15に示 し た 。

　試験結果か らつ ぎの よ うな

こ と が い え る
。
log　P 〜log　5

曲線に お い て 100t 付近 に折

れ 点が認 め られ る が，そ れ 以

上 の 載荷荷重 に 対す る沈下量

か らみ て真 の 降伏点 で は な く，

降伏荷重 は 250t 以上 あ る と

考え られ る。ま た ， 極限荷重

を見 い だ す こ とは で きな い 。

　 こ れ に よ り，仮設時 に お け

る クイ の 許容支持力 を 170t！

本 と し た。

7． 沈下 測定

　　　　　　　　　　　　　 ア ン ダ
ーピ ニ ン グ を して い

る期間 ， 地下街構造物の 変動管理 と して沈下 測定を行な っ

た。測定器具 は 10分 の 1 皿 m ま で 測定 で き る ウt 一
タ
ーレ

ベ ル を地 下 3 階の 柱に す え付け，ホ
ー

ス に よ り各測定器 と

不動点 を結 ん で ， 不 動点に は た えず水 を流 して 水位を保ち，

各測定器 の 変位を読み と る もの で あ る （図
一16）。

　 こ の 方法に よ り地下街 の 横方向お よび縦方向 の 変位 が 測

定で きる が ， 図一17の よ うに最初 に変位 が認 め られ ， 次第

に 変位量が小 さ くな っ て お り， こ の 理 由は ，   掘削 の 進行

に 伴 っ て，建物荷重 が クイ に よ り支持 され る の で ， 乱され

た クイ 先端地盤が圧縮 され た。  建物 クイ の 垂直精度上，

あ る程度 の 偏心 荷重 が 生 じ た
。   クイ 頭支承部 に 平坦 性 が

なく建物荷重 に よ り沈下 し た，などが あげられ るが ， 測定

結果か らもみ られ る よ うに 沈下量 が 低減 し て その 後 は 同じ

値 を 保 っ て い る の は，地盤支持力の 増加 と クイ お よ び支承

部な ど の ゆ るみ が鈞合 い を保 っ たこ とに よ る もの で あ ろ う。

な お，こ の 沈 下 量 は 5mm 以上 に な る と構造上，　G ．C ビル

地 下 街 と高層部 との 境 に き裂 を生 じ，不同沈下 の た め 地下

街部の 構築 に 悪い 影響 が 出 る と予 想 された が ， 載荷試験 の

結果 どお り地盤支持力の 不足 は な く，施工 に 当た っ て も設

柱

沈 下 測 定 配 管 図

　　 沈下漢1淀 点

　ピニー、ン管φ15

柱

ド床スラブ

気 εま う 格 納 装 置

図一1510g 　P−log　5 曲線
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計 ど お りの 結果 を得 られ た。

8．　 むすび

　以上 に よ り，横浜市高速鉄道 3 号線の 桜木町駅部構築が

既設ビル の 下 に 新設 され る た め に 採 られ た ア ン ダ
ーピ ニ ン

図一1T 沈 　下 量

グ に よ る施工 につ い て ， そ の 概要 を 述べ た。

　 こ の よ うな む ずか し い 都市環 境 に お い て ，こ れ か ら も地

下鉄建設工 事 を行 な っ て い か な けれ ば な らな い な か で ，今

まで さ した る 事故 もな く， 無事施 工 す る こ とが で きた の は ，

われ わ れ 土木技術者 と して 感激に た え な い 次第 で あ る
。 何

分 に も経験 と 実績に 乏 し い わ れ わ れ が ， 今 日，残工 事量一

割 弱 ま で終了 し得た こ と は 関係職員 の 努力もさる こ とな が

ら，関係 各位 の 深 い ご 理 解 と ご助言 の た ま も の と感謝す る

もの で ある
。 な お，工 事を一

日も早 く完了 させ 「新 し い 市

民 の 足 」 と して 活動で き る よ う努力を続 け る こ と を付記 し

て ，こ こ に 報告す る 次第で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （原稿 受理　1974．5．15）

訂 正

土 と基礎197号 （Vol．　22．　No ・7）， 石 井
・
中山 ・遠藤 ・小 笠原 ： 深 層 土 質 と地 盤 沈 下 量

一
東京都東

久 留 米地 区 に つ い て一
の 報告 の 中で 下記 の よ うな誤 りが あ りま した の で ， お わ び申 しあ げ ま す と と

もに 訂 正 をお 願 い い た し ます 。
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図
一20の 図而 を図

一21へ 移す

図
一21の 図面 は 図

一20 へ 入れ か え る
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